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基 本 方 針
・患者さまの意思を尊重し、信頼される医療を提供します。
・地域中核病院として、高度な医療と救急医療の充実に努めます。
・急性期病院として関係機関と連携し、地域医療の充実を目指します。
・地域がん診療拠点病院として、機能の充実強化に努めます。
・臨床研修指定病院として、地域医療を担う優れた医師の育成に
努めます。

【地域医療連携業務統計】
平素より、当院の地域医療連携業務につきましては、格月1な ご理解 とご協力

を賜 り厚 くお礼申し上げます。

今回、地域医療連携業務統計の一部をご紹介させていただきます。

地域医療支援病院紹介率

*地域医療支援病院紹介率=((紹介患者の数十救急患者の数)/初診患者の数)X100
*地域医療支援病院逆紹介率=(逆紹介患者の数/初診患者の数)X100

番g言言i曇  :暑 3詈讐]場忌昇£ξ曇言                     治療を必要とした救急患者の数を除く)を除く
逆紹介患者の数 :他の病院または診療所に紹介した者で、診療情報提供料を算定した者の数

医療機器共同利用
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公立藤岡締含病院におIfる 「地域連携パスファイ′ι」について
癬鍮Ⅲ

当院では、北埼玉を含む藤岡医療圏の、がん診療の質の向上と切れ日ない医療連携を構築する目的で、
平成 21年 10月 9日 第 1回 「地域がん診療ネットワーク会議」を開催 しました。

今回、その「地域医療ネシトワークシステム」を構築するツールの 1つ として「地域連携パスファイ
ル」を提案させていただき、参加いただいた地域医療機関の先生、看護師の方々のご意見を参考に運用
していくこととなりましたので、紹介いたします。
なお、「地域連携パス」は、疾患別にいつ、どのような治療や検査がおこなわれるのか記載した「治

療スケジュール表」であるクリニカルパスを発展させ、複数医療機関で行われる医療の全過程を示した
ものです。

瑣
胃がん。茅しがん 。jltが ん 。大腸がん 。月干がんの術後 1年以降の経過観察   銹

[重壽111要 :

◎  患者 さんは、「地域連携パスファイル」(該 当疾患の地域連携パス内容、主に地域連携診

療計画書・診察フローなどをA4紙ファイルに綴ったもの)に患者 さん自身で必要な情報

(検査結果等)を 自由にファイ リング。自己チェック項 目にチェックし、それを持つて医

療機関へ受診。

◎  医療者間の必要な情報連携は、「診療情報提供書」により行 う。

連携開始にともな う書類 として、当院から連携医療機関へは

①地域連携診療計画書 (オーバービューパス)②診察フロー③診断情報シー ト

④術後経過記録記載方法⑤ご協力いただける先生へ⑥診療情報提供書があります。

[今後]

「地域医療ネットワークシステム」を構築するツールとして、看護師、薬剤師訪問看護師

等多職種が共同で利用でき、医療者にとつても患者さんにとつてもより使いやすい、満足

していただけるような「地域連携パスファイル」を目標にご意見、ご協力頂きながら充実 。

拡大を進めていく予定です。

今後ネットワークに参加していただける医療機関の方は地域医療連携課へご連絡くだ

さい。

当院は、平成 17年 6月 に日本医療機能評価機構の病院機能評価の認定を受けました:平成 22年 6

月に5年間の認定期間の満了を迎えることから、更新受審に向けて準備を進めています。病院機能評価

とは病院で当然求められるべき医療の質の保持、安全管理、地域における役割などを第二者が点検、評

価をするもので病院業務の改善運動の‐環であります。             | ‐  ‐

その中9評価項目の1?に 「地域に|やけう役割と連携」があります。「地域における役割と連擁1で

は、地域完結型医療が強く求められておりt紹介・逆紹介の情報提供?ゃ ,|り のみな―らずtが々診本

はじめ各診療レベルで連携パスを検討しています。しかしそれが当院あるいは地域医療機関からのす方

通行あ違携では未来の地域完結型医濃は実現そきません。更新員審あ機会に書藻芳あ医療轟由Lあ関係
をあらためて見直して問題の改善を.しているところです。皆様からの当院に対する問題点、要望等にう

いて提案いただき改善をすすめていきますので宜しくお願い致します。



ギ
…

J"吼 凛 糾 福 り｀ 墨 ヤ Ⅲ

…

Ⅲ ‐ ■ツ ■‐ ‐Ⅲ 甜 ■■̈

“

●■

…

Ⅲ ,…
・

1■秘 Fい 崚 削 り
・ ・

導 呻
=導

野 J静 叫 ●
=凛

“ …

Ⅲ
・

L

: 第1回多野藤岡PSLSコースが当院で開催されました。
1       (Prehospital Stroke Life Suppo羹 )
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脳卒中は、救急搬送で病院に来院することが非
常に多い疾患です。また、最近まで長らく日本の死
国の第1位でした。医学の進歩により脳卒中による
死亡率は年々低くなつていますが、それでも第3位
です。一命をとりとめても、麻痺や意識障害などの
重篤な後遺症を残すことがしばしばあります。その
ような中で、2005年 10月 から超急性期脳梗塞に対
して、t―PA静注療法が行えるようになりました。ま
た、脳梗塞以外の脳卒中でも緊急の脳外科的な治
療を要する場合が少なくないので、脳率中の患者を
迅速に認識し、適切な病院へ搬送することが重要
です。そのためには、脳卒中に対する病院前救護
の標準化および啓蒙が必要であり、PSLSコースは
そのためのプログラムとなつています。

参加者

ギ顆

平成21年 9月 27日 (日 )13:00～ 17:30

藤岡総合病院 第1会議室
藤岡地域メディカルコントロール協議会
藤岡保健福祉事務所、公立藤岡総合病院
多野藤岡広域消防本部、藤岡多野医師会
医師4名 口看護師1名・消防職員10名
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平成21年 10月 1日 付

Jlヽ 児 科    ふかざゎ  のぶひろ

深澤 信博 医師
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平成21年 9月 30日 付

小児科   五十嵐
大須賀

脳神経外科 若 林

日頃t当院へのご紹介ありがとうございます6
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平成21年 10月 1日 付       |
脳神経外科 た なか ゆきたか

田中 志岳 医師


